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DISPERBYK-174

DISPERBYK-174
溶剤型コイルコーティングおよび工業用塗料用の湿潤分散剤。酸触媒および酸硬化型塗
料系に適しています。高充填濃縮顔料（ピグメントコンセントレート）の製造に特に最適。

製品データ

組成
変性ポリウレタン溶液

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 0.97 g/ml
不揮発分 (20分, 150 °C): 52.5 %
溶剤: キシレン／メトキシプロピルアセテート／ブチルアセテート  3/2/1
引火点: 31 °C
酸価: 22 mg KOH/g

特記事項
2液ポリウレタン系で使用する場合は、ポットライフを確認してください。

貯蔵および輸送
5℃以下の温度では濁りや分離を生じることがあります。 ご使用前に40℃まで温め、十分に撹拌して下さ
い。

適用分野

塗料

特長
本添加剤は、立体安定化によって顔料を脱凝集させます。その結果、脱凝集された顔料の粒子径が小さく
なるため、高いレベルの光沢が得られ、色強度が向上します。さらに、透明顔料では透明性が増加し、不透
明顔料では隠蔽力が向上します。 粘度が低下することによって、流動特性も改善され、より高い顔料充填
が可能になります。

推奨用途
DISPERBYK-174は、工業用塗料、特にコイルコーティングに適しています。本添加剤は、必要な顔料の安
定化に加え、ミルベース粘度を低下させ、高充填塗料（ピグメントコンセントレート）の配合を容易にします。
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DISPERBYK-174

推奨添加量
顔料に対して添加剤として:

無機顔料: 10–15 %
酸化チタン: 3–5 %
有機顔料: 35–60 %
カーボンブラック: 70–100 %

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
最適な性能を引き出すには、顔料を添加する前に添加剤をミルベースに配合することが必要です。
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